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当会理事  医療法人社団 糖和会 近藤医院  堀口 ハル子  

 秋、落ち葉を踏みしめて歩くとき、ふと様々な人との出会いと別れが思

い出されます。中には、看護師と患者の関係を超えて、人として鮮烈な印

象を残された方もいらっしゃいます。そのお一人をご紹介しましょう。 
 

● 乳がんを超えて 

 Ｈさん（５４歳）はとても明るい女性です。ご夫君は失明、Ｈさんも重

度の視力障害がありますが、糖尿病の治療に通院されていました。２００７年、乳ガンがみ

つかり、手術。お見舞いにうかがうと、乳がん用パットがほしいとのことでした。 

 私は、１９９８年に靴の研修でドイツに参りました。その折にご一緒した京都の医療装具

専門会社・大井製作所の女性社長が、フランス製の乳がん用カップを取り扱い、女性たちか

ら喜ばれているというお話をされていたのを思い出し、早速連絡、抜糸の日にパットをお届

けしました。Ｈさんは、とても喜んでくださいました。 

 その後、ガンは肝臓に転移。もはや手術は不可能とのこと。ご夫妻は「あとどのくらい時

間が残されているのかを知りたい。病院に尋ねても回答が得られないので教えてほしい。」

と来院されました。 

 担当医が丁寧に病状をご説明し、あと３～６ヶ月くらいと告げると、感謝し、席を立たれ

ました。待合室では泣き崩れたＨさんでしたが、帰りには笑顔が戻っていました。 

 まもなく、彼女は友人からのプレゼントという毛糸を持参され、きれいなピンク色なので

どうしても編んで欲しいと希望されました。あいにく、私も医院のスタッフたちも編み物は

不得手です。手芸店にもあたりましたが無理。困っていたところ、大井製作所さんが、それ

ではと、スタッフ（男性も）皆でクッションやテーブルセンターを制作し、あたたかなお便

りを添えて送ってくださったのです。ありがたいことでした。 

 Ｈさんは、声楽のレッスンを受けていました。最後のコンサートでは、与謝野晶子の『君

死にたもうことなかれ』を歌われました。生命の尊さを語りかける曲を彼女はどのような思

いで歌われたのでしょう。私は、晴れやかなＨさんの舞台姿を嬉しく拝見すると同時に、涙

がこぼれて止まりませんでした。 

 その１ヶ月後、Ｈさんはこの世を去りました。 

 いつか訪れる「死」をどう受け入れるか。「生きる」とはどういうことか・・・。舞い散

る枯れ葉に、Ｈさんの面影が重なる秋です。 

『君死にたもうことなかれ』 
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 研究会等の実施報告  

★平成22年10月2日(土)～3日（日）１泊２日の勉強会 

当会評議員 多摩丘陵病院 診療技術部栄養科 科長  原 純也 
 「西東京運動指導スキルアップセミナー」は秋晴れと

なった１０月２日・３日の２日間、「高尾の森わくわくビ

レッジ」に受講者３０名、スタッフ２４名が参加し開催さ

れました。セミナーは植木彬夫先生（代表世話人）を始め

とし世話人やタスクフォースが運動療法の意義、有酸素運

動・筋抵抗運動・筋調整運動の講義や、ウォーキング、椅

子を使った筋抵抗運動、ストレッチ、ノルディックウォー

キングなどの実技指導を行い、患者指導のための運動プロ

グラム作成の技術や知識を深めました。メインのテーマは

３人のスタッフが演じる「働き盛りで忙しいメタボの男

性」「リバンウンドを繰り返す女性」「認知症の家族を抱え関節痛や腰痛のある高齢女性」

に対して６グループに分かれ運動プログラムを作成することでした。迫真の演技を行う模擬

患者に対して受講者は圧倒されながらも一生懸命に聞き取りを行い、患者に合った運動療法

目標や行動目標を立て、テーラーメイドの運動プログラム作成シートを作成しました。最後

に実際に立案された運動プログラムを模擬患者へ実践指

導を行う「ロールプレイ」を行いました。模擬患者に対

する参加者の真剣な指導に対して患者自身が指導の評価

を行いました。やってみようとうなずく患者、なかなか

納得できない患者など実践の運動指導の難しさを改めて

知ることになりました。運動プログラムの作成は運動療

法の重要な方向性を示すとともに模擬患者を利用するセ

ミナーのあり方はこれからの方向性も示していました。

最後のＢＢＱで全員満足した笑顔が印象的なセミナーで

した。 

第4回西東京運動指導スキルアップセミナー   

第10回TAMA生活習慣病フォーラム   
 当会評議員 かたやま内科クリニック 院長  片山 隆司 

 平成２２年９月１８日(土)に調布市文化会館 たづくりにて、

第１０回ＴＡＭＡ生活習慣病フォーラムが開催されました。 

 テーマは「糖尿病を取り巻く社会事情 ～医療経済と高齢者

医療を考える～」。第Ⅰ部では伊藤先生より 糖尿病専門クリ

ニックにおける医療経済(経営)の現況を患者さんからの視点を

まじえ、明快にご講演いただきました。第Ⅱ部では 荒木先生よ

り高齢者の糖尿病治療を症例提示を含めながら解説していただ

きました。第Ⅲ部パネルディスカッションでは インスリン療法

からの離脱を余儀なくされた高齢者一例を呈示し 老々介護の難しさや今後のチーム医療の課

題が議論されました。フロアの参加者からも認知症のある高齢者のケアの問題点が発言され

るなど、活発な討論が行われました。 
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第８回西東京糖尿病心理と医療研究会 ワークショップ開催（※お申し込みが必要です） 
開催日時：平成２２年１１月６日（土）１７：００～２１：００ 
     平成２２年１１月７日（日）  ９：００～１３：００（２日間） 

場 所 ：多摩永山情報教育センター 

   （京王線「京王永山」駅 または 小田急多摩線「小田急永山」下車 徒歩５分) 

参加費 ：医師１５,０００円 コメディカル８,０００円（宿泊は別途７５００円にて承ります） 

定 員 ：先着６０名 

申込み ：当研究会ホームページより申込用紙をダウンロードの後、ＦＡＸにてお申込み下さい。     

  ＦＡＸ番号：０４２－３６２－１６０１（宛先：ノボノルディスクファーマ㈱ 中村・坂本） 

 ★日本糖尿病療養指導士認定更新のための研修単位＜第２群＞：１単位（申請中） 

 ★西東京糖尿病療養指導士認定更新のための研修単位：１０単位 
 

第２６回 東糖協多摩ブロック糖尿病教室 （※お申し込みは不要です） 
テーマ ：日頃の疑問を解決してみませんか？ 
開催日時 ：平成２２年１１月６日（土）１４：００～１６：００ 

場 所 ：七生公会堂 
   （京王線「高幡不動駅」より徒歩７分 または 多摩モノレール「高幡不動駅」より徒歩５分） 
参加費 ：無料（どなたでも参加できます）  
問合わせ先：(社)日本糖尿病協会東京都支部事務局（TEL：03-3373-0768)  

 ★西東京糖尿病療養指導士認定更新のための研修単位：２単位 
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 当会理事 北里大学薬剤部 薬物治療学Ⅲ教室 講師  井上 岳 

 この度「西東京ＣＤＥ研究会」の第９回目の総会を約１２０名のコメディカルが集まり開

催いたしました。 

 第一部は当研究会世話人の緑風荘病院栄養室主任 西村一弘先生に「小児１型サマーキャ

ンプってどんなことをしているの？」という演題で、サマーキャンプの内容やスタッフの関

わりなどをわかりやすく講演していただきました。第二部は神奈川県糖尿病療養指導士会か

ら総合新川橋病院糖尿病代謝内科部長 調 進一郎 先生とヤマガタ薬局 岡崎 千栄子 先生

の二人の先生をコメンテーターとしてお招きし、「ＣＤＥのあるべき姿を模索しよう」と題

した意見交換会行いました。 

 まず意見交換会の前に、調先生より、「ナゼ、日本糖尿病療養指導士制度があるのに地域

糖尿病療養指導士を作ったのか？」などＣＤＥ育成への熱い思いをご講演いただき、岡崎先

生から「患者さんへの療養指導がんばろう、でも栄養のことぜんぜんわからない」という生

の声から立ち上げた、神奈川県女性薬剤師会主催の栄養勉強会＜エーゼミ＞について講演い

ただきました。意見交換会では、①普段の療養指導はどのように工夫しているのか？②せっ

かく資格を持っているが、部署・環境が変わり能力が発揮でき

ないときはどうするか？③職種に特化した部分とグレーゾーン

の部分をどう扱っていくか？など、様々な意見交換がなされま

した。意見交換を通じ、特にグレーゾーンをどう活用できるか

が「ＣＤＥのあるべき姿」に大きく影響すると感じました。 

 今後も皆様と「ＣＤＥのあるべき姿」について一緒に考

えていきたいと世話人一同切に望んでおります。 

～ＣＤＥのあるべき姿を模索しよう～ 

 研究会他のお知らせ研究会他のお知らせ研究会他のお知らせ   直接事業     間接事業 その他 

 

第９回 西東京ＣＤＥ研究会総会  
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   N P O 法 人  西 東 京 臨 床 糖 尿 病 研 究 会  事 務 局  

   〒185-0012 国分寺市本町2-23-5 ラフィネ込山№3-802号 

   TEL：042(322)7468  FAX：042(322)7478    
       http://www.nishitokyo-dm.net Email:w_tokyo_dm_net@crest.ocn.ne.jp              

 研究会他のお知らせ研究会他のお知らせ研究会他のお知らせ      直接事業     間接事業 その他 

 

第３回ブルーライトアップ－スカイタワー西東京－（※お申し込みが必要です） 
 テーマ  ：世界糖尿病デー啓発イベント 糖尿病を知ろう！ 
 開催日時 ：平成２２年１１月１４日（日） １６：００～１８：００（※雨天決行） 
 場 所 ：スカイタワー西東京（タワープラザ地下１階会議室） 
    (－西武新宿線「田無駅」下車 田無ファミリーランド運行の無料シャトルバス有り 

または西武バス 南沢５丁目経由・ひばりヶ丘駅 行き「西原グリーンハイツ前」下車 徒歩８分 

 －西武新宿線「花小金井駅」下車 タクシー約７分、徒歩約２０分) 

 参加費 ：無料  

   申込み ：同封の申込用紙にご記入の上ＦＡＸにてお申し込み下さい。 

   ＦＡＸ番号：０４２－３２２－７４７８（宛先：当研究会事務局） 

第４回多摩地区下肢救済・フットケア研究会（※お申し込みが必要です） 
  開催日時 ：平成２２年１１月２０日（土）１３：００～１７：００ 

  場 所 ：杏林大学医学部付属病院 大学院講堂 ２病棟４階 

（JR中央線「三鷹」駅 下車 バス仙川・昇華学園東・新川団地中央行「杏林大学病院前」下車約20分) 

  参加費 ：無料 

  申込み ：当研究会ホームページより申込用紙をダウンロードの後、ＦＡＸにてお申込み下さい。 

          ＦＡＸ番号：０４２－２４６－６１３８（宛先：杏林大学医学部 形成外科 大浦紀彦） 

糖尿病患者さんのための歯の健康相談会（※お申し込みが必要です） 
 テーマ ：知ろう、予防しよう、歯周病と糖尿病 
 開催日時：平成２２年１１月２１日（日） １４：００～１８：００ 

     場 所 ：国分寺市立いずみホール（JR中央線またはJR武蔵野線「西国分寺駅」南口より徒歩５分） 

   参加費 ：無料  

 申込み ：同封の申込用紙ご記入のうえＦＡＸ、またはホームページよりお申し込み下さい。 

    ＦＡＸ番号：０３－３９０４－３６１５（宛先：ＳＵＮＳＴＡＲ(株）） 

     【URL】http://hanokenkosodan.com 

 

ＮＰＯ法人 西東京臨床糖尿病研究会 第４８回例会（※お申し込みは不要です） 
 テーマ ：ＣＤＥは街に出よう！ 

 開催日時 ：平成２２年１１月２７日（土）１５：００～１８：２５ 

 場 所 ：武蔵野スイングホール（JR中央線「武蔵境駅」北口より徒歩２分) 

 参加費 ：当研究会会員 無料 ／ 一般 1,000 円 

 ★日本糖尿病療養指導士認定更新のための研修単位＜第２群＞：１単位（申請中） 

 ★西東京糖尿病療養指導士認定更新のための研修単位：７単位 

 ★日糖協療養指導医取得のための講習会（申請中） 

第１１回西東京ＥＢＭをめざす糖尿病薬物治療研究会（※お申し込みが必要です） 
  テーマ ：糖尿病の新治療（既存薬剤と新しい薬剤の併用など） 
 開催日時 ：平成２２年１２月１１日（土）１５：００～１８：３５ 

 場 所 ：国分寺駅ビル ８階 「Ｌサロン（飛鳥）」（JR中央線「国分寺駅」徒歩０分) 

 参加費 ：1,000 円 

 申込み ：メールにてお申し込み下さい。【E-mail】Eiji.Sakaizawa@sanofi-aventis.com  

 ★日本糖尿病療養指導士認定更新のための研修単位＜第２群＞：１単位（申請中） 

 ★西東京糖尿病療養指導士認定更新のための研修単位：２単位 

 ★日本医師会生涯教育制度３単位６カリキュラム（対象ｶﾘｷｭﾗﾑｺｰﾄﾞ:5,8,10,13,15,76 申請中）    

 

 


